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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周囲光センサを調整するための方法であって、
　前記周囲光センサによって受信された光の色温度を取得するステップと、
　異なる色温度を有する受信された光の下で、前記周囲光センサの出力光強度が一致する
ことを可能にするために、前記色温度に基づいて前記周囲光センサの出力光強度を調整す
るステップと
　を有し、
　前記周囲光センサは、可視光および赤外光に対して敏感である第１フォトダイオードと
、赤外光に対してのみ敏感である第２フォトダイオードとを有し、
　前記周囲光センサによって受信された光の色温度を取得する前記ステップは、
　　前記周囲光センサによって受信された前記光の光スペクトル曲線と、前記第１フォト
ダイオードが有する前記第１フォトダイオードの光感度曲線と、前記第２フォトダイオー
ドが有する前記第２フォトダイオードの光感度曲線とを取得するステップと、
　　第１データパラメータCdataを取得するために、前記周囲光センサによって受信され
た前記光の前記光スペクトル曲線と、前記第１フォトダイオードの前記光感度曲線とを積
分するとともに、第２データパラメータIrdataを取得するために、前記周囲光センサによ
って受信された前記光の前記光スペクトル曲線と、前記第２フォトダイオードの前記光感
度曲線とを積分するステップと、
　　パラメータ比
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【数１】

を取得するステップであって、前記パラメータ比
【数２】

は、前記周囲光センサによって受信された前記光の前記色温度を反映するために使用され
る、ステップと
　を有し、
　前記周囲光センサの前記出力光強度は、以下の出力光強度の計算式：
Lux = K × MAX [ ( Cdata － B × Irdata ) , ( C × Cdata － D × Irdata ) , 0 ]
に基づいて取得され、Luxは前記周囲光センサの出力光強度であり、K、B、CおよびDは、
前記周囲光センサの前記出力光強度が、人間の目によって知覚される光強度に近くなるこ
とを可能にするために使用される係数であり、MAXは最大値を取得するための演算記号で
あり、
　異なる色温度を有する受信された光の下で、前記周囲光センサの出力光強度が一致する
ことを可能にするために、前記色温度に基づいて前記周囲光センサの出力光強度を調整す
る前記ステップの処理は、
　　異なるパラメータ比

【数３】

に対して、前記周囲光センサの前記出力光強度Luxが一致することを可能にするために、
異なるパラメータ比
【数４】

に基づいて、前記出力光強度の計算式におけるKの値を調整するステップ
　である、方法。
【請求項２】
　異なるパラメータ比
【数５】

に対して、前記周囲光センサの前記出力光強度Luxが一致することを可能にするために、
異なるパラメータ比
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【数６】

に基づいて、前記出力光強度の計算式におけるKの値を調整する前記ステップの処理は、
　　前記パラメータ比

【数７】

に対して、前記周囲光センサの前記出力光強度が、前記周囲光センサによって受信された
前記光の強度と等しくなることを可能にするために、前記異なるパラメータ比

【数８】

に基づいて、前記出力光強度の計算式における前記Kの値を調整するステップ
　である、請求項１に記載の周囲光センサを調整するための方法。
【請求項３】
　周囲光センサであって、
　前記周囲光センサによって受信された光の色温度を取得するように構成される取得装置
と、
　異なる色温度を有する受信された光の下で、前記周囲光センサの出力光強度が一致する
ことを可能にするために、前記取得装置によって取得された前記色温度に基づいて前記周
囲光センサの出力光強度を調整するように構成される調整装置と
　を有し、
　可視光および赤外光に対して敏感である第１フォトダイオードと、赤外光に対してのみ
敏感である第２フォトダイオードとをさらに有し、
　前記取得装置は、
　　前記周囲光センサによって受信された前記光の光スペクトル曲線と、前記第１フォト
ダイオードが有する前記第１フォトダイオードの光感度曲線と、前記第２フォトダイオー
ドが有する前記第２フォトダイオードの光感度曲線とを取得するように構成されるサブ取
得装置と、
　　第１データパラメータCdataを取得するために、前記周囲光センサによって受信され
た前記光の前記光スペクトル曲線と、前記第１フォトダイオードの前記光感度曲線とを積
分するとともに、第２データパラメータIrdataを取得するために、前記周囲光センサによ
って受信された前記光の前記光スペクトル曲線と、前記第２フォトダイオードの前記光感
度曲線とを積分するように構成される積分装置と、
　　パラメータ比
【数９】

を取得するように構成されるパラメータ比計算器であって、前記パラメータ比
【数１０】
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は、前記周囲光センサによって受信された前記光の前記色温度を反映するために使用され
る、パラメータ比計算器と
　を有し、
　前記出力光強度を計算するように構成される出力光強度計算器であって、出力光強度の
計算式は：
Lux = K × MAX [ ( Cdata － B × Irdata ) , ( C × Cdata － D × Irdata ) , 0 ]
であり、Luxは前記周囲光センサの出力光強度であり、K、B、CおよびDは、前記周囲光セ
ンサの前記出力光強度が、人間の目によって知覚される光強度に近くなることを可能にす
るために使用される係数であり、MAXは最大値を取得するための演算記号である、出力光
強度計算器をさらに有し、
　前記調整装置は、具体的には、異なるパラメータ比
【数１１】

に対して、前記周囲光センサの前記出力光強度Luxが一致することを可能にするために、
異なるパラメータ比
【数１２】

に基づいて、前記出力光強度の計算式におけるKの値を調整するように構成される、周囲
光センサ。
【請求項４】
　前記調整装置は、具体的には、
　前記パラメータ比
【数１３】

に対して、前記周囲光センサの前記出力光強度が、前記周囲光センサによって受信された
前記光の強度と等しくなることを可能にするために、前記異なるパラメータ比
【数１４】

に基づいて、前記出力光強度の計算式における前記Kの値を調整するように構成される、
　請求項３に記載の周囲光センサ。
【請求項５】
　表示機器と、前記表示機器に接続される表示の明るさを調整する機器と、請求項３また
は４に記載の前記周囲光センサとを有する電子機器であって、前記周囲光センサは、前記
表示の明るさを調整する機器に接続される、電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はセンサ技術の分野に関し、より詳細には、周囲光センサおよびその調整方法、
ならびに電子製品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、電子製品のユーザエクスペリエンスの度合いはますます改善されている。例えば
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、携帯電話は異なる光源環境において使用される。携帯電話における周囲光センサは、外
部光源の明るさを検出することができ、携帯電話は、外部光源の明るさに基づいて携帯電
話のディスプレイの明るさを自動的に調整する。具体的には、外部の周囲光の明るさが比
較的低いとき、携帯電話のディスプレイの明るさは低下し、その結果、ユーザは目まいを
感じず、電力消費量が低減される。外部の周囲光の明るさが比較的高いとき、ユーザが画
面を明確に見ることができないという現象を回避するために、携帯電話のディスプレイの
明るさは高くなる。従って、周囲光センサの使用は、ユーザエクスペリエンスの度合いを
改善するとともに、携帯電話の電力消費量を低減する。
【０００３】
　しかしながら、既存の周囲光センサの出力光強度は、異なる色温度を有する周囲光の下
では一貫性がなく、例えば、デイライト（ｄａｙｌｉｇｈｔ）色、クールホワイト（ｃｏ
ｏｌｗｈｉｔｅ）色、ホライズン（ｈｏｒｉｚｏｎ）色は、色温度が高い値から低い値に
及ぶ３種類の典型的な光源である。図１に示されるように、異なる色温度を有する３種類
の周囲光の下では、周囲光センサの出力光強度の曲線の傾きは異なる。従って、ある特定
の光源の下のみにおける光強度は、比較的正確に検出されることができ、異なる色温度の
下で周囲光の強度の検出が実行される場合は、逸脱が生じる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は周囲光センサおよびその調整方法、ならびに電子製品を提供し、異なる色温度
を有する周囲光の下で周囲光センサの出力光強度が一致することを可能にし、それによっ
て、異なる色温度を有する周囲光の強度が検出されるときに、出力光強度の逸脱を回避す
ることができる。
【０００５】
　前述の技術的な問題を解決するために、本発明は以下の技術的解決手段を使用する。
【０００６】
　１つの態様に基づくと、周囲光センサを調整するための方法が提供され、前記方法は、
　前記周囲光センサによって受信された光の色温度を取得するステップと、
　前記周囲光センサが異なる色温度を有する光を受信したときに、出力光強度が一致する
ことを可能にするために、色温度に基づいて前記周囲光センサの出力光強度を調整するス
テップと
　を有する。
【０００７】
　さらに、前記周囲光センサは、可視光および赤外光に対して敏感である第１フォトダイ
オードと、赤外光に対してのみ敏感である第２フォトダイオードとを有し、
　前記周囲光センサによって受信された光の色温度を取得する前記ステップは、
　　前記周囲光センサによって受信された前記光の光スペクトル曲線と、前記第１フォト
ダイオードの光感度曲線と、前記第２フォトダイオードの光感度曲線とを取得するステッ
プと、
　　第１データパラメータCdataを取得するために、前記周囲光センサによって受信され
た前記光の前記光スペクトル曲線と、前記第１フォトダイオードの前記光感度曲線とを積
分するとともに、第２データパラメータIrdataを取得するために、前記周囲光センサによ
って受信された前記光の前記光スペクトル曲線と、前記第２フォトダイオードの前記光感
度曲線とを積分するステップと、
　　パラメータ比
【数１５】
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【数１６】

は、前記周囲光センサによって受信された前記光の前記色温度を反映するために使用され
る、ステップと
　を有し、前記周囲光センサの前記出力光強度は、以下の出力光強度の計算式：
Lux = K × MAX [ ( Cdata － B × Irdata ) , ( C × Cdata － D × Irdata ) , 0 ]
に基づいて取得され、Luxは前記周囲光センサの出力光強度であり、K、B、CおよびDは、
前記周囲光センサの前記出力光強度が、人間の目によって知覚される光強度に近くなるこ
とを可能にするために使用される係数であり、MAXは最大値を取得するための演算記号で
あり、
　前記周囲光センサが異なる色温度を有する光を受信したときに、出力光強度が一致する
ことを可能にするために、色温度に基づいて前記周囲光センサの出力光強度を調整する前
記ステップの処理は、
　　パラメータ比

【数１７】

が異なる場合に、前記周囲光センサの前記出力光強度Luxが一致することを可能にするた
めに、異なるパラメータ比
【数１８】

に基づいて、前記出力光強度の計算式におけるKの値を調整するステップ
　である。
【０００８】
　さらに、パラメータ比
【数５】

が異なる場合に、前記周囲光センサの前記出力光強度Luxが一致することを可能にするた
めに、異なるパラメータ比
【数６】

に基づいて、前記出力光強度の計算式におけるKの値を調整する前記ステップの処理は、
　　前記パラメータ比
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【数７】

が異なる場合に、前記周囲光センサの前記出力光強度が、前記周囲光センサによって受信
された前記光の強度と等しくなることを可能にするために、前記異なるパラメータ比

【数８】

に基づいて、前記出力光強度の計算式における前記Kの値を調整するステップ
　である。
【０００９】
　他の態様に基づくと、周囲光センサが提供され、前記周囲光センサは、
　前記周囲光センサによって受信された光の色温度を取得するように構成される取得装置
と、
　前記周囲光センサが異なる色温度を有する光を受信したときに、出力光強度が一致する
ことを可能にするために、前記取得装置によって取得された色温度に基づいて前記周囲光
センサの出力光強度を調整するように構成される調整装置と
　を有する。
【００１０】
　さらに、前記周囲光センサは、可視光および赤外光に対して敏感である第１フォトダイ
オードと、赤外光に対してのみ敏感である第２フォトダイオードとをさらに有し、
　前記取得装置は、
　　前記周囲光センサによって受信された前記光の光スペクトル曲線と、前記第１フォト
ダイオードの光感度曲線と、前記第２フォトダイオードの光感度曲線とを取得するように
構成されるサブ取得装置と、
　　第１データパラメータCdataを取得するために、前記周囲光センサによって受信され
た前記光の前記光スペクトル曲線と、前記第１フォトダイオードの前記光感度曲線との積
分を可能にするとともに、第２データパラメータIrdataを取得するために、前記周囲光セ
ンサによって受信された前記光の前記光スペクトル曲線と、前記第２フォトダイオードの
前記光感度曲線との積分を可能にするように構成される積分装置と、
　　パラメータ比
【数１９】

を取得するように構成されるパラメータ比計算器であって、前記パラメータ比
【数２０】

は、前記周囲光センサによって受信された前記光の前記色温度を反映するために使用され
る、パラメータ比計算器と
　を有する。
【００１１】
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　さらに、前記周囲光センサは、前記出力光強度を計算するように構成される出力光強度
計算器であって、出力光強度の計算式は：
Lux = K × MAX [ ( Cdata － B × Irdata ) , ( C × Cdata － D × Irdata ) , 0 ]
であり、Luxは前記周囲光センサの出力光強度であり、K、B、CおよびDは、前記周囲光セ
ンサの前記出力光強度が、人間の目によって知覚される光強度に近くなることを可能にす
るために使用される係数であり、MAXは最大値を取得するための演算記号である、出力光
強度計算器をさらに有し、
　前記調整装置は、具体的には、パラメータ比
【数１１】

が異なる場合に、前記周囲光センサの前記出力光強度Luxが一致することを可能にするた
めに、異なるパラメータ比

【数１２】

に基づいて、前記出力光強度の計算式におけるKの値を調整するように構成される。
【００１２】
　さらに、前記調整装置は、具体的には、
　前記パラメータ比

【数１３】

が異なる場合に、前記周囲光センサの前記出力光強度が、前記周囲光センサによって受信
された前記光の強度と等しくなることを可能にするために、前記異なるパラメータ比
【数１４】

に基づいて、前記出力光強度の計算式における前記Kの値を調整するように構成される。
【００１３】
　他の態様に基づくと、電子製品が提供され、前記電子製品は、表示機器と、前記表示機
器に接続される表示の明るさを調整する機器と、前述の周囲光センサとを有し、前記周囲
光センサは、前記表示の明るさを調整する機器に接続される。
【００１４】
　本発明によって提供される周囲光センサおよびその調整方法、ならびに電子製品に基づ
くと、周囲光センサの出力光強度は、周囲光センサが異なる色温度を有する光を受信した
ときに、出力光強度が一致することを可能にするために、異なる色温度を有する受信され
た光に基づいて調整され、それによって、周囲光センサが異なる色温度を有する周囲光の
強度を検出するときに生じる出力光強度の逸脱を回避することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
　本発明の実施形態または従来技術における技術的解決手段をより明確に説明するために
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、以下では、実施形態または従来技術を説明するために必要とされる添付図面を、簡潔に
説明する。明らかに、以下の説明における添付図面は、単に本発明のいくつかの実施形態
を示すとともに、当業者は、創造的努力なしにこれらの添付図面から他の図面をさらに導
出することができる。
【００１６】
【図１】図１は、従来技術における、異なる色温度を有する周囲光の下での周囲光センサ
の出力光強度曲線である。
【図２】図２は、本発明の実施形態に係る周囲光センサを調整するための方法のフローチ
ャートである。
【図３】図３は、本発明の実施形態に係る周囲光センサを調整するための他の方法のフロ
ーチャートである。
【図４】図４は、本発明の実施形態に係る第１フォトダイオードおよび第２フォトダイオ
ードの光感度曲線である。
【図５】図５は、本発明の実施形態に係る、Kの値が調整される前と、Kの値が調整された
後の周囲光センサの出力光強度曲線である。
【図６】図６は、本発明の実施形態に係る周囲光センサの構成ブロック図である。
【図７】図７は、本発明の実施形態に係る他の周囲光センサの構成ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下では、本発明の実施形態における添付図面を参照して、本発明の実施形態における
技術的解決手段を、明確且つ十分に説明する。明らかに、説明される実施形態は、本発明
の実施形態の全てではなく、単に一部である。当業者によって、創造的努力なしに本発明
の実施形態に基づいて得られる全ての他の実施形態は、本発明の保護範囲に包含されるべ
きである。
【００１８】
　図２に示されるように、本発明の実施形態は、周囲光センサを調整するための方法を提
供し、前記方法は、以下のステップを有する。
【００１９】
　ステップ１０１：周囲光センサによって受信された光の色温度を取得する。
【００２０】
　ステップ１０２：異なる色温度を有する受信された光の下で、周囲光センサの出力光強
度が一致することを可能にするために、前記色温度に基づいて周囲光センサの出力光強度
を調整する。
【００２１】
　具体的には、周囲光センサの出力光強度は、式の計算によって取得され、前記式は、出
力光強度が、受信された光の強度に正比例することを反映することができる。従って、異
なる係数を式に追加することで、出力光強度と受信された光の強度の比例関係を変更する
ことができ、その結果、周囲光センサが異なる色温度を有する光を受信したときに出力光
強度の一貫性を実現するために、出力光強度は、受信された光の異なる色温度に基づいて
調整されることができる。
【００２２】
　本発明の本実施形態における周囲光センサを調整するための方法に基づくと、周囲光セ
ンサの出力光強度は、周囲光センサが異なる色温度を有する光を受信したときに、出力光
強度が一致することを可能にするために、異なる色温度を有する受信された光に基づいて
調整され、それによって、周囲光センサが異なる色温度を有する周囲光の強度を検出する
ときに生じる出力光強度の逸脱を回避することができる。
【００２３】
　さらに、前述の周囲光センサは、具体的には、可視光および赤外光に対して敏感である
第１フォトダイオードと、赤外光に対してのみ敏感である第２フォトダイオードとを有す
る。
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【００２４】
　図３に示されるように、前述のステップ１０１における、周囲光センサによって受信さ
れた光の色温度を取得するステップは、具体的には、以下のステップを有する。
【００２５】
　ステップ１０１１：周囲光センサによって受信された光の光スペクトル曲線と、第１フ
ォトダイオードの光感度曲線と、第２フォトダイオードの光感度曲線とを取得する。
【００２６】
　具体的には、フォトダイオード自体の特性に基づくと、フォトダイオードは異なる光感
度曲線を有する。例えば、図４に示されるように、Ch0とCh1はそれぞれ、第１フォトダイ
オードと第２フォトダイオードの光感度曲線である。Ch0上では、第１フォトダイオード
は、300-700nmの波長を有する可視光および700-1100nmの波長を有する赤外光の範囲内で
比較的敏感であるが、Ch1上では、第２フォトダイオードは、目に見えない赤外光の範囲
内でのみ比較的敏感であることが見てとれる。ここで、２つの曲線Ch0およびCh1は、例と
して使用されるだけであり、Ch0が第１フォトダイオードは可視光と赤外光の両方に対し
て敏感であることを反映するとともに、Ch1が第２フォトダイオードは赤外光に対しての
み敏感であることを反映する限り、周囲光センサにおけるフォトダイオードの実際の特性
に基づいて、Ch0およびCh1は他の形状であってもよい。
【００２７】
　ステップ１０１２：第１データパラメータCdataを取得するために、周囲光センサによ
って受信された光の光スペクトル曲線と、第１フォトダイオードの光感度曲線とを積分す
るとともに、第２データパラメータIrdataを取得するために、周囲光センサによって受信
された光の光スペクトル曲線と、第２フォトダイオードの光感度曲線とを積分する。
【００２８】
　ステップ１０１３：パラメータ比
【数１５】

を取得し、パラメータ比
【数１６】

は、周囲光センサによって受信された光の色温度を反映するために使用される。
【００２９】
　例えば、本発明の本実施形態では、2300Kの色温度を有するホライズン光のパラメータ
比は、

【数１５】

であり、6900Kの色温度を有するデイライトのパラメータ比は、
【数１６】
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であり、4200Kの色温度を有するクールホワイトのパラメータ比は、
【数１７】

である。
【００３０】
　具体的には、周囲光センサの出力光強度は、以下の出力光強度の計算式：
Lux = K × MAX [ ( Cdata － B × Irdata ) , ( C × Cdata － D × Irdata ) , 0 ]
に基づいて取得され、Luxは周囲光センサの出力光強度であり、K、B、CおよびDは、周囲
光センサの出力光強度が、人間の目によって知覚される光強度に近くなることを可能にす
るために使用される係数であり、MAXは最大値を取得するための演算記号である。出力光
強度の計算式は、出力光強度が受信された光の強度に正比例することを反映することがで
き、従って、異なる係数を出力光強度の計算式に追加することで、出力光強度と受信され
た光の強度の比例関係を変更することができ、Kの値を調整することは、出力光強度の計
算式に異なる係数を追加することに相当する。
【００３１】
　前述のステップ１０２における、異なる色温度を有する受信された光の下で、周囲光セ
ンサの出力光強度が一致することを可能にするために、色温度に基づいて周囲光センサの
出力光強度を調整するステップの処理は、具体的には、
　異なるパラメータ比

【数１８】

に対して、周囲光センサの出力光強度Luxが一致することを可能にするために、異なるパ
ラメータ比

【数１９】

に基づいて、出力光強度の計算式におけるKの値を調整すること
　である。
【００３２】
　例えば、パラメータ比が

【数２０】

であり、K’が
【数２１】

に調整され、K’は、調整後の出力光強度の計算式における係数である場合、Kの値の調整
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は、係数
【数２２】

を出力光強度の計算式に追加することに相当する。パラメータ比が

【数２３】

である場合、K’は
【数２４】

に調整される。パラメータ比が
【数２５】

である場合、K’は
【数２６】

に調整される。図５に示されるように、Kの値が調整される前は、異なる色温度を有する
３種類の周囲光の下で、周囲光センサの出力光強度曲線は異なる傾きを有する。Kの値が
調整された後、周囲光センサの出力光強度曲線の傾きは同じであり、すなわち、周囲光セ
ンサの出力光強度は、一致する。
【００３３】
　好ましくは、異なるパラメータ比

【数２７】

に対して、周囲光センサの出力光強度Luxが一致することを可能にするために、異なるパ
ラメータ比

【数２８】

に基づいて、出力光強度の計算式におけるKの値を調整するステップの処理は、具体的に
は、前記パラメータ比
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【数２９】

に対して、周囲光センサの出力光強度が、周囲光センサによって受信された光の強度と等
しくなることを可能にするために、異なるパラメータ比

【数３０】

に基づいて、出力光強度の計算式におけるKの値を調整することである。
【００３４】
　具体的には、例えば、図５に示されるように、異なる色温度を有する３種類の周囲光の
下で、破線は、Kの値が調整される前の、周囲光センサの出力光強度曲線であるとともに
、実線は、Kの値が調整された後の、周囲光センサの出力光強度曲線である。Kの値が調整
された後、異なる色温度を有する３種類の周囲光の下で、周囲光センサの出力光強度曲線
の傾きは、全て１である。
【００３５】
　また、Kの値が調整された後、異なる色温度を有する３種類の周囲光の下で、周囲光セ
ンサの出力光強度曲線の傾きが、全て1.2または0.8または別の数値であるように設定され
てもよいことは確かである。周囲光センサの出力光強度は、傾きが同じである限りは一致
することが可能である。しかしながら、周囲光センサの出力光強度は、傾きが１であると
き、実際の周囲光の強度を最もよく反映することができる、周囲光センサによって受信さ
れた光の強度と同じである。それによって、周囲光センサによって検出された明るさが、
人間の目によって知覚される明るさと一致することを可能にする。
【００３６】
　フォトダイオードは周囲光センサにおける光の明るさを検出するための要素であり、フ
ォトダイオードは赤外光に対して非常に敏感であるとともに、赤外光は可視光内にあるた
め、人間の目の明るさの知覚を正確にシミュレートすることは不可能であることは留意さ
れるべきである。従って、本発明の本実施形態における周囲光センサは、可視光および赤
外光に対して敏感である第１フォトダイオードと、赤外光に対してのみ敏感である第２フ
ォトダイオードとを有し、人間の目の実際の明るさの知覚をシミュレートするために、赤
外光の干渉を最小まで低減するために、後者の応答値は前者の応答値から最終的に減算さ
れる。周囲光センサはまた、フォトダイオードを１つだけ有してもよく、赤外光の干渉は
、赤外線カットオフ膜または別の処理方法を使用することによって低減されることは理解
できる。フォトダイオードが１つだけ存在する場合は、周囲光センサの出力光強度の計算
式は異なってもよいが、依然として、出力光強度は係数を追加する方法によって調整され
ることができる。さらに、本発明の本実施形態は、異なる色温度、すなわち、一例として
、ホライズン光と、デイライトと、クールホワイトとを有する３種類の周囲光に対して実
行される出力光強度の調整を使用することによってのみ説明され、必要に応じて、周囲光
の色温度に対してより詳細な分割またはより広範囲の分割がまた行われてもよい。
【００３７】
　本発明の本実施形態における周囲光センサを調整するための方法に基づくと、周囲光セ
ンサの出力光強度は、周囲光センサが異なる色温度を有する光を受信したときに、出力光
強度が一致することを可能にするために、異なる色温度を有する受信された光に基づいて
調整され、それによって、周囲光センサが異なる色温度を有する周囲光の強度を検出する
ときに生じる出力光強度の逸脱を回避することができる。
【００３８】
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　図６に示されるように、本発明の実施形態はさらに、周囲光センサを提供し、前記周囲
光センサは、
　周囲光センサによって受信された光の色温度を取得するように構成される取得装置１と
、
　異なる色温度を有する受信された光の下で、前記周囲光センサの出力光強度が一致する
ことを可能にするために、取得装置によって取得された前記色温度に基づいて周囲光セン
サの出力光強度を調整するように構成される調整装置２と
　を有する。
【００３９】
　具体的には、周囲光センサを調整するための方法および原理は、前述の実施形態におけ
る方法および原理と同じであり、ここでは繰り返し詳細は説明されない。
【００４０】
　本発明の本実施形態における周囲光センサに基づくと、周囲光センサの出力光強度は、
周囲光センサが異なる色温度を有する光を受信したときに、出力光強度が一致することを
可能にするために、異なる色温度を有する受信された光に基づいて調整され、それによっ
て、周囲光センサが異なる色温度を有する周囲光の強度を検出するときに生じる出力光強
度の逸脱を回避することができる。
【００４１】
　さらに、図７に示されるように、前述の周囲光センサは、
　可視光および赤外光に対して敏感である第１フォトダイオードＤ１と、赤外光に対して
のみ敏感である第２フォトダイオードＤ２とをさらに有し、
　取得装置１は、
　　周囲光センサによって受信された光の光スペクトル曲線と、第１フォトダイオード４
の光感度曲線と、第２フォトダイオード５の光感度曲線とを取得するように構成されるサ
ブ取得装置１１と、
　　第１データパラメータCdataを取得するために、周囲光センサによって受信された光
の光スペクトル曲線と、第１フォトダイオード４の光感度曲線とを積分するとともに、第
２データパラメータIrdataを取得するために、周囲光センサによって受信された光の光ス
ペクトル曲線と、第２フォトダイオード５の光感度曲線とを積分するように構成される積
分装置１２と、
　　パラメータ比
【数２１】

を取得するように構成されるパラメータ比計算器１３であって、前記パラメータ比
【数２２】

は、周囲光センサによって受信された光の色温度を反映するために使用される、パラメー
タ比計算器１３と
　を有する。
【００４２】
　さらに、前述の周囲光センサは、
　前述の出力光強度を計算するように構成される出力光強度計算器３であって、出力光強
度の計算式は：
Lux = K × MAX [ ( Cdata － B × Irdata ) , ( C × Cdata － D × Irdata ) , 0 ]
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であり、Luxは周囲光センサの出力光強度であり、K、B、CおよびDは、周囲光センサの出
力光強度が、人間の目によって知覚される光強度に近くなることを可能にするために使用
される係数であり、MAXは最大値を取得するための演算記号である、出力光強度計算器３
をさらに有し、
　調整装置２は、具体的には、異なるパラメータ比
【数３３】

に対して、周囲光センサの出力光強度Luxが一致することを可能にするために、異なるパ
ラメータ比
【数３４】

に基づいて、出力光強度の計算式におけるKの値を調整するように構成される。
【００４３】
　さらに、調整装置２は、具体的には、
　前記パラメータ比

【数３５】

に対して、周囲光センサの出力光強度が、周囲光センサによって受信された光の強度と等
しくなることを可能にするために、異なるパラメータ比

【数３６】

に基づいて、出力光強度の計算式におけるKの値を調整するように構成される。
【００４４】
　具体的には、周囲光センサを調整するための方法及び原理は、前述の実施形態における
方法および原理と同じであり、ここでは繰り返し詳細は説明されない。
【００４５】
　本発明の本実施形態における周囲光センサに基づくと、周囲光センサの出力光強度は、
周囲光センサが異なる色温度を有する光を受信したときに、出力光強度が一致することを
可能にするために、異なる色温度を有する受信された光に基づいて調整され、それによっ
て、周囲光センサが異なる色温度を有する周囲光の強度を検出するときに生じる出力光強
度の逸脱を回避することができる。
【００４６】
　本発明の実施形態はさらに電子製品を提供し、前記電子製品は、表示機器と、表示機器
に接続される表示の明るさを調整する機器と、前述の周囲光センサとを有し、周囲光セン
サは、表示の明るさを調整する機器に接続され、表示の明るさを調整する機器は、周囲光
センサの出力光強度に基づいて、表示機器の明るさを調整するように構成される。具体的
には、周囲光センサの出力光強度が比較的低いとき、すなわち、周囲光の強度が比較的低
いとき、表示機器の明るさは低下し、その結果、ユーザは目まいを感じず、電力消費量が
低減される。周囲光センサの出力光強度が比較的高いとき、すなわち、周囲光の強度が比
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という現象を回避する。周囲光センサの具体的な構造および調整方法は、前述の実施形態
における構造および調整方法と同じであり、ここでは繰り返し詳細は説明されない。
【００４７】
　前述の電子製品は、携帯電話、ＭＰ４、タブレットコンピュータまたは別のポータブル
電子装置であってもよいことは留意されるべきである。前述の周囲光センサは、別々に機
能するセンサであってもよいとともに、また、スリー・イン・ワン光センサ内に統合され
てもよい。例えば、周囲光センサを有することに加えて、携帯電話内のスリー・イン・ワ
ン光センサはまた、赤外線ＬＥＤおよび光学式近接センサに統合され、赤外線ＬＥＤは近
接光を発するように構成され、光学式近接センサは携帯電話が顔に近づいたときに、顔に
よって反射された近接光を受信するように構成され、それによって、電力消費量を低減す
るためにスクリーンを閉じる。
【００４８】
　本発明の本実施形態における電子製品に基づくと、周囲光センサの出力光強度は、周囲
光センサが異なる色温度を有する光を受信したときに、出力光強度が一致することを可能
にするために、異なる色温度を有する受信された光に基づいて調整され、それによって、
周囲光センサが異なる色温度を有する周囲光の強度を検出するときに生じる出力光強度の
逸脱を回避することができる。
【００４９】
　実施方式の前述の説明に基づいて、当業者は、本発明は必要な汎用ハードウェアに加え
てソフトウェアによって、またはハードウェアのみによって実施されてもよいことを明ら
かに理解することができる。ほとんどの状況では、前者が好ましい実施方式である。その
ような理解に基づいて、本発明の技術的解決手段は、本質的に、または従来技術に対して
貢献する部分は、ソフトウェア製品の形態で実施されてもよい。ソフトウェア製品は、コ
ンピュータのフロッピー（登録商標）ディスクや、ハードディスクや、または光ディスク
のような、可読記憶媒体内に格納されるとともに、本発明の実施形態で説明された方法を
実行するために、コンピュータ装置（パーソナルコンピュータ、サーバまたはネットワー
ク装置であってもよい）に命令するためのいくつかの命令を有する。
【００５０】
　前述の説明は、単に、本発明の具体的な実施方式であって、本発明の保護範囲を限定す
るものではない。本発明において開示された技術範囲内の、当業者によって容易に考えら
れるいかなる変更または置換も、本発明の保護範囲に包含されるべきである。したがって
、本発明の保護範囲は、特許請求の範囲の保護範囲に従うべきである。
【符号の説明】
【００５１】
　　１　取得装置
　　２　調整装置
　　３　出力光強度計算器
　　４　第１フォトダイオード
　　５　第２フォトダイオード
　　１１　サブ取得装置
　　１２　積分装置
　　１３　パラメータ比計算器
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